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宮
田

よ
し
ひ
と

議
員（
市
政
）　

新
し
い
総
合
体
育
館
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
と
い
う
視
点
を
持
ち
、
施

設
利
用
者
の
興
行
が
ビ
ジ
ネ
ス
と

に
し
み
や

幸
一

議
員
（
市
フ
ォ
）　

市
で
は
、
手
作
り
給
食
を
基
本
と

し
て
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
学

校
給
食
の
提
供
に

尽
力
し
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
例
は
。

ま
た
、
手
作
り
給

食
を
維
持
す
る
上

で
の
工
夫
は
。

教
育
部
長
　
手
作

り
給
食
の
具
体
例

と
し
て
、
カ
レ
ー

や
グ
ラ
タ
ン
は
ル

ー
を
給
食
セ
ン
タ

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
市

は
令
和
５
年
度
か
ら
８
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
交
通
安
全
計
画
を

策
定
し
た
が
、
そ
の
概
要
、
特
に

自
転
車
の
安
全
利
用
の
内
容
は
。

市
長
　
交
通
事
故
件
数
が
３
年
度

に
増
加
傾
向
へ
と
転
じ
た
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
同
計
画
で
は
子
ど

も
及
び
高
齢
者
の
交
通
安
全
確
保

や
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
な

ど
７
つ
の
視
点
を
重
視
し
て
い
る
。

市
内
の
交
通
事
故
の
約
４
割
が
自

転
車
事
故
で
、
原
因
の
多
く
が
安

全
不
確
認
等
の
違
反
を
伴
う
こ
と

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
市
民

が
暑
い
日
に
外
出
す
る
際
、
公
共

施
設
等
で
休
憩
や
水
分
補
給
が
で

き
る
よ
う
な
熱
中
症
対
策
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
猛
暑
日
に

お
け
る
公
共
施
設
な
ど
で
の
休
憩

は
、
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
６
年
春
ご
ろ
に
施
行

予
定
の
改
正
気
候
変
動
適
応
法
に

伴
う
指
定
暑
熱
避
難
施
設
、
い
わ

ゆ
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

指
定
に
つ
い
て
、
本
市
の
公
共
施

設
で
も
積
極
的
に
体
制
整
備
を
進

め
て
い
く
。

議
員
　
地
球
温
暖
化
対
策
と
の
関

係
性
か
ら
も
緑
の
保
全
は
身
の
周

り
の
住
環
境
等
に
有
効
で
あ
る
が
、

街
路
樹
等
の
樹
木
の
保
全
に
関
す

る
市
の
取
組
は
。

都
市
整
備
部
長
　
市
の
方
針
や
計

画
に
基
づ
き
、
街
路
樹
の
適
正
管

理
及
び
市
民
協
働
に
よ
る
育
成
、

都
市
計
画
道
路
に
お
け
る
緑
化
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

他 

自
転
車
の
安
全
な
通
行
と
運
転
ル
ー

ル
の
周
知
を
求
め
て
●

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｔ

−

Ｊ

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
都
立
高

校
入
試
へ
の
活
用
は
中
止
を

し
て
成
立
す
る
た
め
の
客
席
数
や

施
設
の
規
模
と
す
る
な
ど
、
求
め

ら
れ
る
役
割
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、

コ
ス
ト
と
効
果
等
を
踏
ま
え
た
検

討
が
必
要
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長
　
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
府
中
を

象
徴
す
る
施
設
に
な
る
よ
う
、
新

た
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
役
割
な

ど
を
整
理
し
、
今
後
の
整
備
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
現
在
の
総
合
体
育
館
を
改

修
す
る
の
で
は
な
く
、
移
転
す
る

と
の
結
論
に
至
っ
た
経
緯
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
当
初
、
現

在
地
で
の
改
修
を
計
画
し
て
い
た

が
、
土
壌
調
査
の
結
果
、
廃
棄
物

の
埋
設
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
計
画
を
取
り
や
め
た
。

そ
の
後
、
平
成
25
年
度
策

定
の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
に
お
い
て
、
新
た
な
場

所
で
の
建
替
え
を
検
討
す

る
こ
と
を
掲
げ
、
令
和
２

年
に
府
中
基
地
跡
地
留
保

地
利
用
計
画
の
策
定
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ー
で
作
る
と
こ
ろ
か
ら
調
理
し
て

い
る
。
だ
し
に
つ
い
て
も
、
鶏
ガ

ラ
や
昆
布
な
ど
か
ら
天
然
だ
し
を

取
り
、
市
販
の
調
味
だ
し
等
は
一

切
使
わ
な
い
。
工
夫
と
し
て
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
や
設
備
の

機
能
及
び
職
員
の
知
識
と
経
験
を

活
か
し
、
出
来
合
い
の
も
の
を
使

用
し
な
い
献
立
を
作
成
し
て
、
予

算
内
で
良
質
の
食
材
を
選
定
し
て

い
る
。

議
員
　
経
費
の
上
昇
や
給
食
費
の

無
償
化
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
手

作
り
給
食
の
維
持
発
展
は
欠
か
せ

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
決
意
は
。

か
ら
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
を
特
に
重
要
な
課
題
と
捉
え
啓

発
活
動
等
を
施
策
に
掲
げ
て
い
る
。

議
員
　
自
転
車
利
用
に
適
し
た
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
、

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
は

必
須
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

生
活
環
境
部
長
　
自
転
車
の
活
用

を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

上
で
重
要
な
計
画
で
あ
る
た
め
、

先
進
市
の
事
例
を
参
考
に
、
自
転

車
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て
計
画

策
定
を
含
め
調
査
・
研
究
を
行
う
。

他 
三
井
住
友
銀
行
府
中
研
修
所
の
跡
地

利
用
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
市
営
住

宅
の
入
居
者
に
は
、
共
同
で
共
用

部
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も

自
治
会
へ
の
加
入
が
促
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
市
営
住
宅
の
住
ま

い
の
し
お
り
の
、
自
治
会
の
項
目

に
、
共
用
部
の
管
理
運
営
の
た
め

に
住
民
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
具

体
的
に
記
載
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
現
状
の
住
ま
い

の
し
お
り
で
は
、
自
治
会
の
親
睦

的
な
活
動
内
容
と
共
用
部
の
維
持

管
理
に
係
る
記
載
が
混
在
し
て
い

る
た
め
、
修
正
し
て
い
き
た
い
。

西
の

な
お
み

議
員（
無
所
）　
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

求
め
た
い
が
、
時
給
や
手
当
に
つ

い
て
見
直
し
の
予
定
は
あ
る
か
。

人
事
・
法
制
担
当
参
事
　
時
給
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
、

都
の
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
、
必
要
な
対
応
を
行
う
。

手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
６

年
度
か
ら
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可

能
と
す
る
法
改
正
が
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
支
給
方
法
の
整
理
等
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
都
や
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

議
員
　
官
公
庁
の
非
正
規
職
員
で

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
こ
れ

ま
で
競
馬
場
や
東
芝
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
等

多
く
の
事
業
所
が
様
々
な
波
及
効

果
を
与
え
た
こ
と
で
、
市
の
発
展

が
今
に
至
っ
て
い
る
。
府
中
基
地

跡
地
留
保
地
も
そ
れ
ら
に
匹
敵
す

る
場
所
に
な
り
得
る
と
考
え
る
が
、

市
の
将
来
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

価
値
を
生
む
も
の
に
し
た
い
か
。

市
長
　
同
留
保
地
の
土
地
利
用
は

市
の
発
展
に
大
き
く
影
響
す
る
と

考
え
て
い
る
。
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

タ
ウ
ン
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
や
生
活
環
境
の
向
上
等
に
も
寄

与
す
る
こ
と
で
、
未
来
に
に
ぎ
わ

議
員
　
高
齢
化
が
進
む
市
営
住
宅

の
自
治
会
運
営
に
は
、
費
用
面
以

外
で
も
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
共
用
部
の
適
切

な
維
持
管
理
の
側
面
か
ら
、
自
治

会
活
動
に
参
加
す
る
住
民
に
負
担

感
が
あ
り
、
持
続
的
な
運
営
に
は
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
民
間
等
に

参
考
と
な
る
取
組
が
あ
る
か
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

他 

よ
り
身
近
に
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を

●

フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
府
中
の
魅

力
発
信
に
磨
き
を
か
け
る

つ
く
る
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
約
７
割
の
人
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

人
事
・
法
制
担
当
参
事
　
職
員
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
場
合
の

相
談
体
制
と
し
て
、
職
員
課
及
び

職
員
労
働
組
合
で
構
成
す
る
相
談

窓
口
に
加
え
、
専
門
家
に
よ
る
外

部
相
談
窓
口
も
開
設
し
て
お
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
も
利
用
可
能

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
相
談
対
応

を
行
っ
た
事
例
は
な
い
。

他 

市
内
小
・
中
学
校
の
教
員
、
支
援
員

の
配
置
状
況
に
つ
い
て

い
と
活
力
を
生
み
出
す
、
多
摩
地

域
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
土
地
利

用
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

の
状
況
等
か
ら
市
の
経
済
面
に
危

機
感
を
抱
く
市
民
の
声
も
聞
く
が
、

こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

市
長
　
空
き
店
舗
が
目
立
つ
こ
と

な
ど
か
ら
、
そ
う
し
た
懸
念
の
声

が
あ
る
の
は
耳
に
し
て
お
り
、
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市

内
経
済
を
支
え
る
各
種
施
策
を
、

時
期
を
逸
さ
ず
に
展
開
し
て
い
く
。

新 し い 総 合 体 育 館

整備に当たっての市の考えは

手作り給食の維持発展は
欠かせないと考えるが
市 の 決 意 は

本市のまちづくりに直結する
自転車活用推進計画の策定は
必須と考えるが市の認識は

公共施設等で休憩や水分補給が
できるような熱中症対策の
実施について市の考えは

新 た に 求 め ら れ る
機能や役割などを整理し
検 討 を 進 め て い く

学校給食費を無償化した場合でも

手作り給食は継続して提供する

先 進 市 の 事 例 を 参 考 に
自転車の更なる活用について
計画策定を含め調査・研究を行う

クーリングシェルターの指定について
本市の公共施設でも積極的に
体 制 整 備 を 進 め て い く

高
齢
化
が
進
む
市
営
住
宅
の
自
治
会
運
営
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▲�整備に向けて議論が進む

▲自転車利用の推進へ

▲手作りでおいしい学校給食

教
育
部
長
　
手
作
り
給
食
は
安
全

・
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の

提
供
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

無
償
化
し
た
場
合
で
も
、
手
作
り

給
食
は
継
続
し
て
提
供
す
る
。


